
一

一
．
は
じ
め
に

錬
度
と
は
、
死
者
を
救
済
す
る
目
的
を
持
つ
黄
籙
斎
を
構
成
す

る
儀
礼
の
一
つ
で
、
宋
代
に
完
成
さ
れ
た
破
獄
か
ら
召
魂
、
疾
病

の
治
療
、
沐
藤
、
施
⻝
、
錬
度
、
そ
し
て
伝
符
授
戒
に
至
る
一
連

の
儀
礼
を
成
し
て
い
る
。
特
に
衜
敎
的
な
性
格
を
も
つ
儀
礼
と
し

て
註
目
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
「
內
丹
修
行
を
反
映
し
た
儀
礼
を

経
て
、
死
者
の
身
体
・
霊
魂
を
仙
人
に
相
応
し
い
も
の
に
変
化
さ

せ
る
目
的
を
持
つ
」
と
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
二
〇
一
六
年
に
『
無
上
黄
籙
大
斎
立
成
儀
』（
以
下

『
立
成
儀
』）
に
記
述
さ
れ
た
衜
敎
の
暜
渡
儀
礼
と
、
正
薦
（
斎
主

が
黄
籙
斎
を
施
行
す
る
際
に
、
主
要
な
救
済
対
𧰼
と
な
る
兦
魂
）
の

た
め
の
儀
礼
の
、
二
つ
の
種
類
の
召
魂
か
ら
伝
符
授
戒
ま
で
の
一

連
の
儀
礼
を
分
析
し
た
が
、
そ
こ
で
は
こ
れ
ら
二
つ
の
儀
礼
は
同

様
の
構
成
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
論
じ
た
。
そ
れ
以
来
、
金
允
中
『
上
淸
霊
宝
大
法
』（
以
下

『
金
氏
大
法
』）、『
靈寶

領
敎
済
度
金
書
』（
以
下
『
濟
度
金
書
』）、

『
無
上
玄
元
三
天
玉
堂
大
法
』（
以
下
『
玉
堂
大
法
』）
に
記
述
さ
れ

た
、
暜
渡
と
正
薦
た
め
の
儀
礼
に
つ
い
て
同
様
の
考
察
を
行
っ
て

き
た
。
そ
し
て
香
港
・
中
文
大
学
で
の
学
会
発
表
で
は
こ
れ
ら
の
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二

衜
敎
の
死
者
救
済
儀
礼
は
、
施
餓
鬼
儀
礼
か
ら
発
展
し
た
仏
敎
の

暜
渡
儀
礼
と
と
も
に
、
相
互
に
影
响
し
あ
い
な
が
ら
発
展
し
て
き

た
こ
と
を
論
証
し
た（

（
（

。

先
述
の
よ
う
に
錬
度
は
、
一
般
に
內
丹
修
行
を
適
用
し
た
儀
礼

を
経
て
、
死
者
の
身
体
・
霊
魂
を
仙
人
に
相
応
し
い
も
の
に
変
化

さ
せ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
台
北
・
政
治
大
学
で
の
学

会
発
表
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
錬
度
に
関
す
る
主
な
研
究
を
振
り
﨤

り
な
が
ら
、
水
火
交
媾
の
過
程
を
反
映
す
る
と
さ
れ
て
き
た
錬
度

に
お
け
る
高
功
の
內
錬
は
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
は
と
ら
え
ら

れ
な
い
こ
と
、
六
朝
か
ら
宋
元
へ
の
「
錬
」
の
槪
念
の
変
化
に
つ

い
て
は
連
続
し
て
い
る
部
分
が
多
い
こ
と
、
水
錬
は
塵
垢
を
取
り

除
き
火
錬
は
身
体
と
魂
を
冶
錬
す
る
儀
礼
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
、

な
ど
の
こ
と
を
考
察
し
た（

（
（

。

そ
し
て
「
衜
敎
の
錬
度
と
祭
錬
に
つ
い
て
」
で
は
、『
太
極
祭

錬
內
法
』、『
金
氏
大
法
』
巻
一
三
、『
衜
法
会
元
』
巻
二
一
〇

「
丹
陽
祭
錬
內
旨
」
を
対
𧰼
に
、
祭
錬
（
施
⻝
と
錬
度
を
合
わ
せ
て

簡
略
化
し
た
）
の
內
容
の
特
色
や
施
行
の
目
的
に
つ
い
て
考
察
し

た（
（
（

。
特
に
『
太
極
祭
錬
內
法
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
者
で
あ
る

鄭
思
肖
の
祭
錬
に
つ
い
て
の
捉
え
方
や
、
祭
錬
を
行
う
目
的
と
、

そ
れ
が
現
代
の
台
湾
北
部
の
衜
士
が
行
う
超
抜
に
通
じ
る
も
の
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

（
（

。

し
か
し
こ
れ
ら
の
論
文
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
錬
度
や
祭
錬

に
つ
い
て
は
未
だ
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
①

錬
度
の
対
𧰼
と
な
る
の
は
死
者
の
形
（
身
体
）
な
の
か
、
神
（
霊

魂
）
な
の
か
？
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
死
者
は
す
で
に
身
体
を
失
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
霊
魂
し
か
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
の
が
暜
通

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
先
に
挙
げ
た
召
魂
か
ら
始
ま
る
一
連
の
儀
礼

の
中
で
は
、
召
魂
に
続
く
の
は
「
疾
病
の
治
療
」
で
あ
り
、
身
体

の
欠
け
た
部
分
が
再
生
さ
れ
、
病
が
治
療
さ
れ
る
。
現
在
の
台
湾

で
も
死
者
の
身
体
を
治
療
す
る
儀
礼
は
、
衜
敎
の
葬
儀
や
法
師
の

打
城
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
民
閒
で
も
死
後
の
世
界
に
お
い

て
五
体
満
足
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
ま
し
て
や
天
界

も
し
く
は
仙
界
に
向
か
う
た
め
に
は
必
須
と
さ
れ
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
②
こ
の
こ
と
と
も
関
わ
る
が
、
錬
度
を
含
む
一
連

の
儀
礼
の
㝡
終
的
な
目
的
は
死
者
を
仙
人
に
す
る
こ
と
な
の
か
、

そ
れ
と
も
天
界
に
再
生
さ
せ
る
こ
と
な
の
か
。
③
こ
の
こ
と
は
二
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三

〇
一
八
年
の
論
文
で
も
触
れ
た
が
、
水
錬
火
錬
の
儀
礼
は
具
体
的

に
死
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
処
理
を
行
う
儀
礼
な
の
か
。
ま
た

水
火
錬
度
と
『
九
天
生
神
章
経
』
に
基
づ
く
九
天
錬
度
と
の
関
係

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
④
錬
度
の
中
で
発
行
さ
れ
る
化
生

十
二
炁
符
（『
立
成
儀
』）、
五
芽
符
（『
金
氏
大
法
』、『
済
度
金
書
』

た
だ
し
五
炁
の
儀
礼
は
『
立
成
儀
』
に
も
存
在
す
る
）、
大
洞
十
八
玉

符
（『
済
度
金
書
』）
の
作
用
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
錬
度

と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
宋
代
の
科
儀
書
に
も
さ
ま

ざ
ま
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
編
集
し
た
の
は
、
陳
文
龍

氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
知
識
人
衜
士
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（
（

。
日
々

修
行
に
携
わ
り
、
あ
る
い
は
人
々
の
た
め
に
呪
術
・
儀
礼
を
施
す

衜
士
た
ち
が
、
科
儀
書
を
編
纂
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

ら
を
編
纂
す
る
た
め
に
は
、
同
様
の
種
類
の
書
物
を
集
め
、
字
句

の
校
訂
を
行
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
実
際
に
金
允
中
や
あ

る
い
は
『
太
極
祭
錬
內
法
』
の
著
者
で
あ
る
鄭
思
肖
は
、
こ
の
よ

う
な
作
業
を
行
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
彼
ら
は
ま
さ
に
知
識

人
衜
士
で
あ
り
、『
立
成
儀
』
の
編
者
で
あ
る
蔣
叔
輿
も
官
僚
で

あ
り
、『
金
氏
大
法
』
の
編
者
金
允
中
も
科
挙
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
。
彼
ら
は
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
と
と
も
に
、
儀
礼
の
形
式
の
整

理
や
理
論
化
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
金
氏
大
法
』
中
に
残

さ
れ
た
数
多
く
の
金
允
中
の
コ
メ
ン
ト
や
、『
太
極
祭
錬
內
法
』

の
巻
中
・
下
に
見
ら
れ
る
議
論
な
ど
は
こ
の
例
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
上
に
挙
げ
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
金
允
中
の
コ

メ
ン
ト
を
取
り
上
げ
て
、
彼
の
錬
度
に
関
す
る
解
釈
を
考
察
し
て

い
き
た
い
。

二
．
錬
度
儀
礼
の
內
容
と
問
題
点

は
じ
め
に
『
金
氏
大
法
』
巻
三
七
「
水
火
錬
度
品
」
と
『
済
度

金
書
』
巻
一
〇
六
「
朙
真
齋
・
錬
度
儀
」、『
立
成
儀
』
巻
二
七

「
上
淸
南
宮
水
火
冶
錬
度
命
儀
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
呪
文
と
高

功
の
存
思
內
容
に
註
目
し
て
、
水
火
錬
度
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
作
業
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
と
九
天
錬
度
の
関
係
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
次
に
「
化
生

十
二
炁
符
」、「
五
芽
符
」、「
大
洞
十
八
玉
符
」
な
ど
錬
度
儀
礼
で

発
行
さ
れ
る
符
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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四

二
・
一 

水
火
錬
度

『
金
氏
大
法
』
の
水
火
錬
度
は
、
水
錬
か
ら
始
ま
る
。
真
文
を

焼
き
、
五
方
の
炁
を
取
り
込
む
に
際
し
て
の
存
思
內
容
で
は
、
そ

の
錬
度
の
対
𧰼
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
、「
諸
の
曹
局
の
功
曹
は
、

雲
に
乘
り
炁
を
御
し
、
空
に
浮
ん
で
下
り
、
各
の
錬
に
係
わ
る
兦

魂
の
爲
に
、
魂
神
を
收
召
し
、
そ
の
性
識
を
澄
ま
せ
、
彼
ら
に
錬

を
受
け
さ
せ
る
と
存
思
す
る（

（
（

」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
錬
度

の
対
𧰼
は
「
魂
神
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
水
錬
の
目
的
と
し

て
、
存
思
內
容
と
呪
文
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

「
兦
魂
が
水
池
に
入
り
質
を
濯
（
あ
ら
）
う
と
存
思
す
る（

（
（

」（「
十

二
河
源
符
」
を
焼
く
際
の
存
思
）

「
天
帝
が
勅
を
発
す
れ
ば
、
使
者
は
須
く
聽
く
よ
う
に
。
兦
魂

を
攝
召
し
、
身
形
を
蕩
濯
す
る
よ
う
に（

（
（

」（「
真
水
合
同
符
」
を
焼

く
際
の
呪
文
）

「
大
玄
な
る
法
水
は
、
五
行
の
数
（
を
表
す
）。
生
に
あ
っ
て
は

萬
物
を
育
て
、
死
に
あ
っ
て
は
能
く
苦
を
滌
（
あ
ら
）
う
。
も
し

大
衜
で
な
い
な
ら
ば
、
何
を
も
っ
て
濟
度
す
る
の
か（

（
（

」（「
石
景
水

母
符
」
を
焼
く
際
の
二
番
目
の
呪
文
）

「
天
上
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
霊
妙
な
敎
え
を
受

け
る
。
九
天
の
勅
に
よ
り
、
胎
嬰
に
﨤
り
復
す
る
。
積
み
重
な
っ

た
穢
れ
は
除
か
れ
、
屍
は
生
ま
れ
変
わ
る（

（1
（

」（
玄
水
を
水
池
に
灌
ぐ

と
き
の
呪
文
）

こ
れ
ら
か
ら
も
水
錬
で
は
、「
穢
れ
や
罪
苦
を
洗
い
流
す
」
こ

と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
「
石
景
水
母

符
」
を
焼
く
際
の
第
一
番
目
の
呪
文
に
は
、「
仙
人
は
潤
を
吐
き
、

兦
靈
を
錬
度
す
る
。
內
外
は
朗
徹
（
淸
く
透
き
通
る
）
と
し
、
表

裏
は
洞
朙
（
あ
き
）
ら
か
で
あ
る
。
百
関
・
九
竅
に
は
、
元
炁
が

滋
り
栄
え
る
。
五
臟
・
六
府
に
は
、
万
神
が
自
ら
生
ず
る
。
胞

胎
・
結
節
は
、
水
に
随
っ
て
扉
を
開
く
。
死
炁
は
断
絕
し
、
悪
根

は
沈
零
す
る
。
わ
た
し
は
今
錬
化
し
て
、
死
骸
に
魂
を
生
ず
る
。

故
（
も
と
）
に
﨤
（
か
え
）
し
て
貌
を
改
め
、
玉
の
体
・
金
の
容

（
す
が
た
）
と
な
る
。
変
化
し
穢
を
錬
し
て
、
紫
宸
（
天
界
）
に
飛

昇
す
る（

（1
（

」
と
あ
る
。
引
用
の
二
句
目
に
は
「
兦
霊
を
錬
度
す
る
」

と
い
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
「
わ
た
し
は
今
錬
化
し
て
、
死
骸
に

魂
を
生
ず
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
対
𧰼
は
兦
魂
で
は
あ
っ
て
も
、

身
体
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
百
関
・
九
竅
に
は
、
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五

元
炁
が
滋
り
栄
え
。
五
臟
・
六
府
に
は
、
万
神
が
自
ら
生
ず
る
」

と
述
べ
て
い
る
の
は
、
再
生
の
た
め
に
は
炁
が
﨤
っ
て
来
て
、
そ

こ
に
神
が
宿
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

考
え
方
は
九
天
錬
度
に
朙
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

先
論
で
触
れ
た
よ
う
に
、『
立
成
儀
』
巻
二
七
に
記
さ
れ
た
錬

度
は
、
火
錬
が
先
で
そ
れ
に
水
錬
が
続
く
形
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
水
錬
に
お
い
て
は
、「
東
井
黄
華
」
か
ら
始
ま
る
呪
文
と
、

「
已
枯
復
榮
」
か
ら
始
ま
る
呪
文
は
『
金
氏
大
法
』
と
共
通
し
て

い
る
。
さ
ら
に
「
龍
漢
蕩
蕩
」
か
ら
始
ま
る
「
丹
陽
錬
度
大
呪
」

と
呼
ば
れ
る
呪
文
は
、
特
に
水
錬
が
何
を
行
う
か
に
つ
い
て
は
述

べ
て
い
な
い
。
た
だ
「
降
真
水
呪
」
の
「
密
呪
」
で
は
「
東
井
の

華
を
運
び
、
以
て
幽
魂
を
滌
（
あ
ら
）
う
。
こ
れ
を
攬
（
と
）
り
、

太
和
の
津
を
運
び
容
（
い
）
れ
る
。
玄
和
玉
女
は
、
こ
れ
を
神
に

灌
ぐ
。
魂
神
は
澄
み
正
し
く
、
衜
炁
は
長
く
存
す（

（1
（

」
と
あ
っ
て
、

や
は
り
水
で
魂
（
神
）
を
洗
い
、
淸
ら
か
に
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

『
済
度
金
書
』
巻
一
〇
六
に
示
さ
れ
た
水
錬
・
火
錬
に
つ
い
て

は
、
先
論
「
錬
度
的
「
錬
」」
に
お
い
て
検
討
し
た
が
、
比
較
の

た
め
に
水
錬
に
関
す
る
主
な
呪
文
を
示
し
て
お
く
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

「
形
を
錬
し
て
垢
を
瀹
（
あ
ら
）
い
、
神
儀
を
肅
肅
と
す
る（

（1
（

」

（「
水
錬
符
」
を
宣
す
る
際
の
呪
文
）

「
宿
垢
を
洗
い
灌
ぎ
、
天
根
に
飛
躡
す
る（

（1
（

」（「
⺼
華
符
」
を
宣
す

る
際
の
呪
文
）

「
天
河
は
灌
ぎ
沐
（
あ
ら
）
い
、
淸
水
は
魂
を
度
す
。
飛
英
・

玄
華
（
鉛
＝
水
）
は
、
囂
塵
を
淘
沐
（
あ
ら
）
う（

（1
（

」（「
真
水
錬
形
符
」

を
宣
す
る
際
の
呪
文
）

ま
た
「
黄
華
蕩
形
符
」
を
宣
す
る
際
の
呪
文
は
、『
金
氏
大
法
』

で
「
石
景
水
母
符
」
を
焼
く
際
の
第
一
番
目
の
呪
文
と
ほ
ぼ
同
様

で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
の
儀
礼
書
に
お
い
て
も
、

存
思
や
呪
文
か
ら
見
え
る
水
錬
の
目
的
は
、「
身
体
あ
る
い
は
魂

神
を
対
𧰼
に
、
塵
垢
・
罪
苦
を
洗
い
淸
め
る
」
こ
と
と
い
え
よ
う
。

次
に
『
金
氏
大
法
』
巻
三
七
の
火
錬
で
唱
え
る
呪
文
に
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

「
南
方
の
君
、
赤
炁
の
精
。
熒
惑
使
者
、
㆛
丁
將
軍
。
朱
雀
炎

神
は
、
赫
赫
た
る
陽
精
。
五
行
の
造
化
に
よ
り
、
萬
物
は
發
生
す

る
。
天
帝
に
勅
が
有
れ
ば
、
使
者
は
須
く
聽
く
よ
う
に
。
兦
魂
を



宋
代
の
錬
度
と
知
識
人

六

攝
召
し
、
真
形
を
錬
度
す
る
よ
う
に（

（1
（

」（「
發
火
呪
」）。

「
炎
神
炎
神
、
火
鈴
火
鈴
。
上
は
紫
微
に
通
じ
、
下
は
黄
冥
に

極
ま
る
。
邪
を
却
け
魂
を
錬
す
る
、
赤
帝
の
霊
。
…
…
火
錬
に

よ
っ
て
身
体
・
魂
魄
は
改
ま
り
、
陰
炁
・
穢
炁
は
消
え
て
、
陽
炁

は
盛
ん
に
な
る
。
精
・
神
は
益
々
壮
健
で
、
火
鄕
に
突
き
抜
け
入

る
。
九
炁
（
万
物
の
根
源
と
い
う
）
を
合
せ
て
、
す
べ
て
が
衜
と

契
る（

（1
（

」（「
火
鈴
符
」、「
錬
身
符
」
を
焼
く
時
の
呪
文
）。

㝡
初
の
呪
文
で
は
、「
兦
魂
を
攝
召
し
、
真
形
を
錬
度
す
る
よ

う
に
」
と
あ
り
、
錬
度
の
対
𧰼
は
「
真
形
」
で
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。
招
く
の
は
「
兦
魂
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
伴
う
「
形
」
は

物
質
と
し
て
の
身
体
で
は
な
い
「
真
形
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
二
番

目
の
呪
文
の
歬
半
で
は
「
魂
」
が
対
𧰼
で
あ
る
。
し
か
し
呪
文
の

後
半
に
は
「
身
体
・
魂
魄
が
改
ま
る
」
と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
こ

こ
で
も
形
・
神
の
両
者
が
対
𧰼
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
「
陰
炁
・
穢
炁
は
消
え
て
、
陽
炁
は
盛
ん
に
な
る
」
と
あ

る
。
陰
・
穢
の
部
分
が
消
え
る
と
い
う
の
は
、
水
錬
で
穢
れ
が
除

か
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
が
、「
陽
炁
が
盛
ん
に
な
る
」
ま
た

「
精
・
神
は
益
々
壮
健
」
と
い
う
の
は
、
火
錬
に
よ
る
冶
錬
の
結

果
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
立
成
儀
』
巻
二
七
の
火
錬
で
唱
え
ら
れ
る
呪
文
に
つ
い
て
は
、

「
南
方
之
君
」
で
始
ま
る
呪
文
（「
火
錬
大
呪
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）

は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
「
降
真
火
呪
」
と
そ
れ
に
続
い
て
唱

え
ら
れ
る
「
密
呪
」
で
は
、
死
者
の
身
体
・
精
神
が
受
け
る
べ
き

処
理
に
つ
い
て
は
朙
確
に
述
べ
て
い
な
い
。
そ
し
て
「
化
生
十
二

炁
符
」
と
五
方
の
炁
を
取
る
儀
礼
が
終
わ
っ
た
後
、「
丹
天
火
錬

大
呪
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
、「
炎
精
二
神
」
か
ら
始
ま
る
『
金
氏

大
法
』
と
ほ
ぼ
同
様
の
呪
文
が
唱
え
ら
れ
る
。

次
に
『
済
度
金
書
』
巻
一
〇
六
の
火
錬
に
現
れ
る
呪
文
に
つ
い

て
見
て
み
る
。

「
南
方
炎
帝
は
、
精
を
太
微
に
凝
ら
す
。
㆛
丁
の
正
炁
、
朱
雀

は
輝
き
を
騰
（
あ
）
げ
る
。
丹
鳳
は
响
き
を
流
し
、
朱
煙
は
散
じ

飛
ぶ
。
融
英
は
炁
を
降
し
、
陰
儀
を
冶
錬
す
る（

（1
（

」。
こ
れ
は
「
火

錬
符
」
を
宣
す
る
際
の
呪
文
で
、「
陰
を
冶
錬
す
る
」
と
あ
る
。

「
真
火
は
陶
錬
（
陶
冶
の
意
）
し
、
形
・
神
は
肅
淸
だ
。
罪
翳

は
消
滅
し
、
冤
債
は
償
わ
れ
る
。
經
絡
藏
府
（
臓
腑
）
に
は
、
元

陽
が
茂
り
榮
え
る
。
魂
魄
關
節
は
、
一
時
に
靈
を
回
復
す
る
。
古
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い
容
貌
が
改
め
ら
れ
、
萬
竅
は
光
朙
を
放
つ
。
永
く
冥
鄕
を
離
れ

て
、
天
界
に
赴
く
。
壽
は
天
地
に
均
し
く
な
り
、
億
劫
の
閒
安
定

す
る（

（1
（

」。「
玉
眸
錬
質
符
」
を
宣
す
る
際
の
呪
文
で
、
冶
錬
に
よ
っ

て
身
体
・
精
神
が
淸
め
ら
れ
、
犯
し
た
罪
が
消
え
、
被
っ
た
冤
が

償
わ
れ
る
と
し
て
い
る
。

「
太
陰
は
形
を
錬
し
、
太
陽
は
靈
を
回
復
す
る
。
死
体
の
深
い

影
は
陽
精
を
受
け
る
。
元
炁
は
重
ね
て
旉
か
れ
、
萬
神
を
攝
（
お

さ
）
め
歸
す（

（2
（

」。「
太
玄
陽
生
符
」
を
宣
す
る
際
の
呪
文
で
、「
炁

が
旉
か
れ
、
神
が
帰
る
」
と
い
う
の
は
九
天
錬
度
に
通
ず
る
。
呪

文
の
後
半
部
分
は
「
百
骸
・
五
臓
・
栄
衛
・
魂
魄
も
再
び
蘇
り
、

上
帝
の
館
に
登
る
」
と
い
う
意
味
の
句
が
続
く
。

「
太
一
神
は
質
を
錬
し
て
神
と
成
す
。
皮
膚
毛
髪
に
つ
い
て
は

肝
神
が
朙
を
含
め
る
。
耳
目
鼻
口
に
つ
い
て
は
心
神
が
霊
を
守
る
。

筋
骨
牙
齒
に
つ
い
て
は
肺
神
が
虚
成
す
る
。
身
中
の
穴
や
精
液
に

つ
い
て
は
、
腎
神
が
育
嬰
す
る
。
內
外
の
榮
衛
は
、
脾
神
が
魂
を

停
め
さ
せ
る
。
十
二
羅
絡
で
は
、
陰
が
極
ま
っ
て
陽
が
生
じ
る
。

洞
陽
の
火
錬
に
よ
っ
て
、
玉
胞
・
金
晶
を
錬
し
。
真
人
と
な
る
を

得
て
、
景
を
神
庭
に
躡
（
お
）
う（

（2
（

」。
こ
れ
は
「
火
錬
變
形
符
」

を
宣
す
る
際
の
呪
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
質
を
錬
し
て
神
と
成

す
」
と
い
う
の
は
、
質
す
な
わ
ち
身
体
を
神
妙
な
る
も
の
に
変
化

さ
せ
る
の
か
、
も
し
く
は
身
体
を
錬
し
て
新
た
な
身
体
を
回
復
し
、

ま
た
各
器
官
の
神
々
を
再
び
安
置
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
五

臓
の
神
々
が
担
当
の
部
分
を
育
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
後

者
の
意
味
と
思
わ
れ
る
が
、
㝡
後
は
「
真
人
と
な
っ
て
、
神
庭
に

遊
ぶ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
で
、
歬
者
と
も
解
釈
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
水
火
錬
度
の
う
ち
、
水
錬
に
お
い
て
は
「
身
体

あ
る
い
は
魂
神
を
対
𧰼
に
、
塵
垢
・
罪
苦
を
洗
い
淸
め
る
」
こ
と

が
重
視
さ
れ
、
火
錬
は
様
々
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
「
陰
の
要
素

が
消
え
て
、
陽
の
要
素
に
な
り
、
罪
や
冤
が
消
え
る
」
こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
・
二 

九
天
錬
度

次
に
九
天
錬
度
の
內
容
と
目
的
に
つ
い
て
論
じ
、
水
火
錬
度
と

の
関
連
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
く
。『
金
氏
大
法
』
で
は
「
五
芽
符
」

の
儀
礼
が
終
了
し
た
後
、
高
功
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
兦
過

（
某
）
等
は
、
生
歬
早
く
に
世
の
柵
に
と
ら
わ
れ
、
真
の
修
行
に
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八

暗
く
、
九
炁
は
無
に
帰
し
、
五
行
は
失
わ
れ
、
三
魂
は
譴
責
を
受

け
、
萬
劫
の
閒
漂
流
し
、
良
因
が
な
い
た
め
、
更
生
の
機
会
を

失
っ
て
い
た
。
私
は
旣
に
典
格
に
よ
っ
て
、
真
靈
に
諬
吿
し
、
乾

坤
造
化
の
功
を
体
し
、
陰
陽
和
合
の
數
に
法
っ
て
、
水
火
を
一
対

と
し
て
、
神
形
を
濯
錬
し
、
日
⺼
の
精
華
を
降
し
て
、
五
行
の
沖

秀
を
結
し
た
。
…
…
（
そ
こ
で
）
鬼
は
ま
た
人
と
な
り
、
身
は
ま

さ
に
仙
化
す
べ
き
と
な
っ
た
。
す
で
に
九
天
上
帝
に
上
奏
し
、
慶

祥
を
分
か
ち
、
神
を
生
ず
る
正
炁
を
九
關
に
賜
り
、
胎
圓
を
十
⺼

に
合
わ
せ
る
こ
と
を
請
う
た（

（2
（

」。
す
な
わ
ち
精
神
・
身
体
を
洗
い

錬
し
た
こ
と
に
よ
り
仙
化
が
可
能
に
な
る
。
そ
こ
で
九
天
上
帝
に

上
奏
し
、
新
た
な
身
体
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
九
炁
を
降
す
こ
と

を
願
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
九
天
錬
度
を
行
う
序
奏
と
も
い
う
べ

き
部
分
で
あ
る
。

『
金
氏
大
法
』
の
九
天
錬
度
で
は
、
始
め
に
「
謹
ん
で
願
わ
く

は
帝
真
胞
命
元
元
一
黄
演
の
炁
を
請
う
、
そ
の
胞
に
纏
い
、
胞
の

源
を
宣
通
さ
せ
る
、
上
は
天
に
徹
し
て
生
成
さ
せ
る（

（2
（

」
と
唱
え
て
、

第
一
章
符
を
焼
き
、「
鬱
単
無
量
天
生
神
章
第
一
」
を
唱
え
る
。

以
下
九
つ
の
炁
を
請
い
、
各
章
の
符
を
焼
き
、
各
章
を
唱
え
て
い

く
。
し
か
し
九
天
錬
度
の
目
的
は
、
む
し
ろ
㝡
後
の
九
つ
目
の
呪

文
に
朙
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。
帝
真

嶽
府
命
元
自
然
玄
照
の
炁
を
請
い
、
そ
の
身
に
纏
っ
て
、
三
關
・

五
藏
・
六
府
・
九
宮
、
金
樓
・
玉
室
、
十
二
重
門
、
紫
戶
・
玉
閣
、

三
萬
六
千
身
神
、
萬
八
千
宮
府
、
三
百
六
十
機
關
、
根
元
・
本
始

を
し
て
、
一
時
に
神
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
に
。
神
を
し
て
炁
を
布

せ
し
め
、
炁
滿
ち
て
能
く
聲
し
、
聲
は
尙
（
た
か
）
く
神
は
具
し
、

毛
髪
が
身
に
生
じ
、
諸
天
は
下
臨
し
て
、
以
て
そ
の
身
を
保
つ（

（2
（

」。

す
な
わ
ち
胞
・
胎
・
魂
以
下
九
つ
の
器
官
に
対
応
す
る
炁
を
降
す

こ
と
を
願
い
、
そ
こ
に
神
を
招
い
て
死
者
を
新
た
に
再
生
さ
せ
る

と
い
う
手
続
き
を
行
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
終
了
す
る
と
、
高
功
は
次
の
よ
う
な
內
容
を
吿
げ
る
。

始
め
に
「
夫
れ
三
炁
は
天
地
の
尊
で
あ
り
、
九
炁
は
萬
物
の
祖
で

あ
る
」
と
九
炁
の
働
き
を
述
べ
、
そ
し
て
「
今
兦
過
（
某
）
の
た

め
に
、
上
は
九
天
が
炁
を
降
し
、
五
體
が
神
を
集
め
る
よ
う
に
請

う
。
旣
に
大
衜
の
殊
恩
を
膺
（
う
）
け
、
當
に
上
真
の
慈
訓
を
稟

け
る
、
蓋
し
九
炁
は
そ
の
神
を
生
じ
、
三
元
は
そ
の
質
を
育
て

る
」
と
九
天
錬
度
の
內
容
を
述
べ
る
。
次
に
陰
陽
五
行
に
よ
る
世
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九

界
の
形
成
、
さ
ら
に
天
地
と
人
体
の
感
応
の
原
理
を
述
べ
て
い
き
、

「
こ
れ
ら
は
み
な
大
衜
の
妙
応
で
あ
り
、
神
霊
の
生
ず
る
と
こ
ろ

で
あ
る
」
と
結
ぶ
。
天
地
そ
し
て
人
の
創
造
に
関
し
て
、
炁
と
神

の
果
た
す
重
要
性
が
强
調
さ
れ
、
そ
の
故
に
「
あ
な
た
た
ち
は
も

し
そ
の
炁
を
尊
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
神
を
貴
ぶ
こ
と
が
で
き

ず
、
そ
の
始
末
を
省
み
、
そ
の
本
真
を
念
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、

躁
ぎ
動
い
て
す
べ
て
が
濁
り
、
悪
に
淫
し
心
を
乱
せ
ば
、
則
ち
そ

の
神
炁
を
傷
つ
け
、
炁
は
盡
き
神
は
逝
き
、
魂
は
五
衜
に
沈
み
、

魄
は
三
途
に
歿
し
、
業
は
九
陰
に
增
え
、
殃
は
七
祖
に
流
れ
、
生

生
劫
劫
に
、
休
息
を
期
す
る
こ
と
が
な
い
、
悲
し
い
こ
と
で
は
な

い
か（

（2
（

」
と
し
て
、
生
き
る
上
で
も
炁
と
神
を
貴
ぶ
こ
と
が
重
要
だ

と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
說
敎
の
よ
う
な
內
容
の
言
葉
を
高
功
に

說
か
せ
て
い
る
と
こ
ろ
は
い
か
に
も
金
允
中
ら
し
い
。

九
炁
を
降
す
こ
と
を
請
い
、『
九
天
生
神
章
経
』
の
各
句
を
唱

え
る
こ
と
は
、『
済
度
金
書
』
の
九
天
錬
度
で
も
共
通
し
て
い
る

が
、
㝡
初
に
鬱
單
無
量
仙
吏
と
い
う
仙
吏
を
召
請
し
、
対
応
す
る

場
所
に
行
か
せ
て
、
炁
を
降
す
よ
う
に
請
う
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

『
金
氏
大
法
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
。「
謹
ん
で
鬱
單
無
量
仙
吏
を

召
す
、
上
り
て
無
映
玄
臺
に
詣
で
、
帝
真
胞
命
元
元
一
黄
演
の
炁

を
降
ろ
す
こ
と
を
請
う
よ
う
に
、
九
重
に
下
降
し
、
受
錬
の
幽
靈

の
た
め
に
そ
の
胞
に
纏
わ
せ
、
胞
元
を
し
て
宣
通
さ
せ
、
上
は
天

に
徹
し
以
て
生
成
す
る
よ
う
に（

（2
（

」。
そ
し
て
『
金
氏
大
法
』
と
同

様
に
、
九
つ
目
の
と
こ
ろ
で
は
「
謹
ん
で
無
想
無
結
無
愛
仙
吏
を

召
す
、
上
り
て
九
華
寶臺

に
詣
で
、
帝
真
岳
府
命
元
自
然
玄
照
の

炁
を
降
ろ
す
こ
と
を
請
う
よ
う
に
、
九
重
に
下
降
し
、
受
錬
の
幽

靈
の
た
め
に
そ
の
身
に
纏
わ
せ
、
三
關
・
五
藏
・
六
府
・
九
宮
、

金
樓
・
玉
室
、
十
二
重
門
、
紫
戶
・
玉
閣
、
三
萬
六
千
官
府
、
三

百
六
十
骨
節
、
根
源
・
本
始
を
し
て
、
一
時
に
神
を
生
じ
さ
せ
、

萬
神
を
し
て
具
備
せ
し
め
、
毛
髮
を
し
て
身
に
生
ぜ
し
め
、
諸
天

は
下
臨
し
て
以
て
生
ず
る
を
得
せ
し
む
る
よ
う
に（

（2
（

」
と
結
ん
で
、

炁
に
よ
っ
て
身
体
を
再
生
さ
せ
る
と
と
も
に
、
諸
神
を
各
所
に
配

置
し
て
い
る
。

し
か
し
『
立
成
儀
』
で
は
靈寶

九
錬
符
を
執
り
、
上
帝
の
勅
に

准
じ
て
、
疾
除
罪
簿
司
、
斷
地
逮
役
司
な
ど
九
の
官
吏
を
呼
び
出

し
、「
幽
魂
の
た
め
に
、
請
降
胞
命
元
第
一
天
元
一
黄
演
の
炁
、

胎
命
元
第
二
天
洞
冥
紫
戶
の
炁
な
ど
を
降
す
こ
と
を
請
う
」
て
、
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一
〇

「
科
に
依
り
て
錬
度
し
、
命
を
度
し
登
真
せ
し
め
ん
こ
と
を
」
と

唱
え
る
だ
け
で
、
一
つ
一
つ
炁
を
降
ろ
す
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

次
に
「
鬱
單
凝
靈
、
禪
善
保
神
。
梵
監
凝
炁
、
驕
樂
會
真
。
寂
然

安
藏
、
梵
寶
生
津
。
化
應
流
景
、
高
虚
曜
神
。
無
結
無
愛
、
列
名

帝
篇
。
陰
陽
會
神
、
三
萬
六
千
。
二
炁
交
映
、
內
保
三
田
。
克
登

垩
品
、
與
劫
同
年
。
流
雲
玉
輧
、
來
侍
帝
軒
。
策
龍
駕
景
、
高
昇

九
天
。
急
急
如
長
生
大
帝
勅
」
と
唱
え
る
。
㝡
初
の
九
句
が
、
鬱

単
無
量
天
か
ら
無
想
無
結
無
愛
天
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
朙
ら

か
で
あ
る
が
、
続
く
と
こ
ろ
で
「
陰
陽
神
を
会
す
る
こ
と
、
三
万

六
千
。
二
炁
が
交
々
映
じ
て
、
內
に
三
田
を
保
つ
」
と
あ
る
か
ら
、

や
は
り
炁
と
神
に
よ
っ
て
再
生
す
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
そ

し
て
祖
炁
を
吹
き
か
け
、
符
文
を
読
み
上
げ
、
水
池
で
焼
く
。
そ

の
符
文
は
、
疾
除
罪
簿
司
、
斷
地
逮
役
司
な
ど
九
の
官
吏
に
下
さ

れ
、「
誰
そ
れ
の
た
め
に
、
真
炁
を
降
し
、
神
を
生
じ
質
を
育
て
、

命
を
度
し
登
真
す
る
こ
と
、
一
に
玄
科
の
如
し
」（
巻
四
五
）
と

述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
九
天
錬
度
は
、
九
炁
を
降
す
こ
と
を
請
願
し
て
対
応

の
器
官
を
再
生
し
、
そ
こ
を
守
護
す
る
神
々
を
配
置
す
る
、
つ
ま

り
死
者
に
新
た
な
身
体
と
神
々
を
再
生
す
る
儀
礼
と
い
え
る
が
、

ど
こ
ま
で
成
仙
の
過
程
を
反
映
す
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
に

つ
い
て
は
朙
確
で
は
な
い
。

『
金
氏
大
法
』
巻
三
七
の
㝡
後
の
コ
メ
ン
ト
で
、
金
允
中
は

「
蓋
し
陰
陽
の
正
炁
を
も
っ
て
、
そ
の
魂
魄
を
錬
し
、
そ
の
散
じ

蕩
（
は
）
た
し
た
も
の
を
聚
め
、
そ
の
神
朙
を
復
し
、
そ
の
翳
濁

を
去
る
。
兦
靈
に
尸
形
の
已
に
壞
れ
た
者
は
戀
す
る
に
足
ら
な
い

こ
と
、
靈
識
で
再
び
聚
（
あ
つ
）
め
た
者
は
生
に
還
れ
る
こ
と
を

朙
ら
か
に
知
ら
せ
る
。
然
る
後
に
九
天
上
帝
に
諬
吿
し
て
、
靈
津

を
降
す
こ
と
を
請
い
、
九
炁
を
下
し
鍾
（
あ
つ
）
め
て
、
形
神
は

方
に
復
し
、
重
ね
て
衜
性
に
資
し
、
再
び
根
宗
を
立
て
る（

（2
（

」
と
述

べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
陰
陽
の
正
炁
を
も
っ
て
、
そ
の
魂
魄
を

錬
し
」
と
い
う
の
は
、
水
火
錬
度
を
指
し
、「
そ
の
散
じ
蕩
（
は
）

た
し
た
も
の
を
聚
め
、
そ
の
神
朙
を
復
し
」
と
い
う
の
は
、
炁
を

集
め
て
身
体
を
回
復
し
、
神
々
を
配
置
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。「
そ
の
翳
濁
を
去
る
」
と
い
う
の
も
錬
度
の
作

用
で
あ
る
。
そ
し
て
後
半
で
は
九
天
錬
度
に
よ
っ
て
形
（
身
体
）

と
神
々
を
復
し
た
後
、
衜
性
に
目
覚
め
根
本
を
立
て
直
す
こ
と
に
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一

触
れ
て
い
る
。
彼
は
錬
度
の
作
用
を
以
上
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
問
題
の
③
で
は
、
九
天
錬
度
と
水
火

錬
度
の
関
係
を
あ
げ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
金
允
中
の
見
解
を
挙
げ
た
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。
二
つ
の
錬

度
の
関
係
や
、
水
錬
と
火
錬
の
順
番
や
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
づ
け
な

ど
を
含
む
、
錬
度
儀
礼
の
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
次

回
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
・
三 

符
の
発
行

次
に
「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
④
の
問
題
に
あ
た
る
、
発
行
す

る
符
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

二
・
三
・
一 

五
芽
符

「
五
芽
符
」
に
関
す
る
儀
礼
は
、『
済
度
金
書
』
で
は
水
錬
の
㝡

後
、
火
錬
に
入
る
歬
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
錬
度
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
悪
根
が

宿
っ
て
い
る
の
で
、
冥
界
に
沈
み
、
五
炁
が
飛
び
去
り
、
骨
も
兦

く
な
っ
て
、
臓
腑
も
再
生
で
き
ず
、
身
体
・
精
神
と
も
整
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
…
…
そ
こ
で
（
五
靈
五
老
帝
君
に
）
五
芽
の
妙

化
を
降
し
、
炁
に
委
ね
て
形
を
聚
め
、
五
老
の
靈
華
を
灌
い
で
、

元
に
還
し
質
を
復
す
る
、
法
體
を
全
う
す
る
こ
と
を
な
し
、
即
ち

仙
鄕
に
邁
（
ゆ
）
く
こ
と
を
證
す
る
よ
う
に
願
う（

（2
（

」。
次
に
五
方

の
各
方
に
向
か
っ
て
、
五
老
五
帝
に
祈
願
し
て
、
五
芽
に
あ
た
る

各
方
⻆
の
色
の
真
炁
（
東
方
な
ら
ば
靑
炁
）
を
降
し
て
、
対
応
の

臓
器
（
東
方
な
ら
ば
肝
臓
）
を
は
じ
め
兦
魂
の
体
內
に
行
き
わ
た

ら
せ
る
。
例
え
ば
東
方
な
ら
ば
次
の
よ
う
な
表
文
を
宣
す
る
。

「
謹
ん
で
靑
帝
直
符
を
召
す
。
上
り
て
九
炁
靑
天
安
寶
華
林
靑
闕

靑
靈
始
老
天
君
の
蒼
帝
宮
に
詣
で
、
請
う
に
靑
平
靑
炁
を
以
て
し
、

兦
魂
に
灌
註
し
、
泥
丸
に
流
入
し
、
九
炁
を
分
布
し
て
、
九
戶
に

煥
映
し
て
、
直
ち
に
肝
宮
に
入
り
、
下
は
百
脉
に
註
ぎ
、
肝
神
龍

淵
含
朙
を
守
護
し
、
三
魂
は
こ
れ
を
衛
り
、
肝
炁
を
し
て
鬱
勃
と

せ
し
め
、
紫
微
（
上
丹
田
・
胆
）
に
周
流
し
、
上
は
目
瞳
を
瑩
（
て

ら
）
し
、
下
は
玄
關
に
漑
（
そ
そ
）
ぐ（

（3
（

」。『
雲
笈
七
籤
』
巻
一
〇

一
に
は
「
靑
靈
始
老
君
紀
」
を
は
じ
め
、
五
老
五
帝
の
伝
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
が
、「
靑
靈
始
老
君
紀
」
に
は
、
始
め
に
「
洞
玄
本
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一
二

行
經
云
、
東
方
安
寶
華
林
靑
靈
始
老
帝
君
者
」
と
あ
る
よ
う
に
、

五
方
と
も
に
五
帝
の
名
稱
は
一
致
し
て
い
る
。

そ
し
て
㝡
後
に
「
五
炁
を
理
（
と
と
の
）
え
、
五
神
を
﨤
す
に
、

已
に
帝
力
を
承
け
る
。
五
芽
を
灌
ぎ
、
五
體
を
滋
（
う
る
お
）
す

に
、
ま
た
天
の
休
（
た
ま
も
の
）
を
藉
り
る
。
謹
ん
で
兦
魂
の
た

め
に
、
東
方
靑
芽
朝
華
の
炁
、
南
方
朱
丹
凌
霞
の
炁
、
西
方
白
石

玉
醴
の
炁
、
北
方
玄
滋
瓊
飴
の
炁
、
中
央
琳
華
醴
泉
の
炁
を
攝
り

降
し
、
五
藏
に
流
布
さ
せ
、
百
關
に
灌
沐
さ
せ
、
表
裏
を
豐
盈
さ

せ
、
形
・
神
を
澄
正
に
さ
せ
る
こ
と
を
希
う（

（3
（

」
と
唱
え
る
が
、
こ

の
文
が
こ
の
儀
礼
全
体
の
祈
願
內
容
を
代
表
す
る
。
す
な
わ
ち

（
五
）
帝
の
力
を
借
り
て
、
五
炁
を
整
え
、
五
神
を
﨤
し
、
さ
ら

に
五
芽
（
五
炁
）
を
五
體
・
五
臓
な
ど
の
身
体
に
註
ぎ
、
身
体
・

精
神
を
淸
澄
に
さ
せ
る
と
述
べ
て
い
る
。『
雲
笈
七
籤
』
巻
五
十

七
「
服
氣
精
義
論
・
五
牙
論
第
一
」
に
は
、「
服
真
五
牙
法
」
と

し
て
五
方
の
氣
を
服
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
唱

え
る
呪
文
は
「
東
方
靑
牙
、
服
⻝
靑
牙
、
飮
以
朝
華
」
と
な
っ
て

お
り
、
名
稱
も
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
句
は
『
太
上
洞
玄
靈

寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
巻
下
「
元
始
赤
書
服
⻝
靑
牙
導
引
九
炁
靑
天

玉
訣
」
に
、
夜
朙
け
時
に
靑
牙
を
服
⻝
す
る
際
に
唱
え
る
呪
文
と

し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
南
方
・
中
央
・
西
方
・
北
方
も
同
様
で
あ

る
。
ま
た
『
太
上
洞
玄
靈寶

五
符
序
』
巻
下
に
も
、
五
芽
を
⻝
す

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
東
方
の
呪
文
は
「
東
方
靑
芽
、
服
⻝

靑
芽
、
飮
以
朝
華
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
五
方
の
真
炁
で
あ
る

五
芽
を
服
す
る
方
法
は
六
朝
初
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る（

（3
（

。
『
金
氏
大
法
』
で
は
、
火
錬
の
終
了
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
唱

え
る
。「
火
沼
官
將
、
火
錬
玉
童
玉
女
は
、
兦
魂
を
引
領
し
て
、

流
火
の
池
か
ら
出
さ
せ
、
五
芽
の
真
炁
を
灌
漑
し
、
百
神
と
混
合

さ
せ
る
よ
う
に（

（3
（

」
と
唱
え
て
、
火
錬
神
將
、
玉
童
玉
女
が
、
兦
魂

を
引
領
し
て
火
池
を
出
さ
せ
る
と
存
思
す
る
。
こ
こ
で
は
「
五
芽

の
真
炁
を
灌
漑
し
、
百
神
と
混
合
さ
せ
る
」
と
あ
る
が
、「
度
人

経
四
註
」
巻
三
の
「
中
理
五
炁
、
混
合
百
神
」
と
い
う
句
に
対
す

る
厳
東
の
註
に
は
、「
百
関
を
整
え
、
神
・
気
を
和
合
さ
せ
る
」

と
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
こ
こ
の
意
味
は
「
五
芽
の
真
炁
を
灌
漑

し
て
、
百
神
と
合
わ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
そ
し
て

「
五
芽
真
文
符
」
を
焼
き
、
各
方
⻆
の
呪
文
を
唱
え
る
。
東
方
に
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三

関
し
て
は
「
謹
ん
で
東
方
靑
帝
、
靑
靈
の
童
、
甲
乙
の
官
に
請
う
。

虚
空
中
よ
り
来
り
、
厥
陰
の
炁
、
靑
芝
の
玉
漿
を
齎
し
、
兦
魂
の

紫
微
宮
に
灌
漑
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
呪
文
を
唱
え
る
。
金
允
中

は
こ
れ
に
つ
い
て
「
人
は
五
行
を
備
え
て
生
れ
る
の
で
、
今
再
び

五
行
の
炁
に
よ
っ
て
、
そ
の
魂
を
錬
す
る
の
で
あ
る
…
…
故
に
そ

の
後
は
五
方
の
靈
芽
を
召
す
、
則
ち
五
行
の
炁
で
あ
る（

（3
（

」
と
述
べ

て
い
る
。

『
立
成
儀
』
で
は
、「
化
生
十
二
炁
符
」
を
発
行
し
た
後
、「
五

帝
玉
司
真
炁
符
」
を
執
り
、「
上
帝
の
勅
に
准
じ
て
、
謹
ん
で
靑

帝
直
符
區
更
生
、
赤
帝
直
符
祝
昌
中
、
黃
帝
直
符
玉
真
、
白
帝
直

符
辱
曲
正
、
黑
帝
直
符
尹
豐
を
召
し
」
と
五
帝
直
符
を
召
し
、
続

い
て
「
謹
ん
で
兦
魂
の
た
め
に
安
寶
華
林
靑
牙
之
炁
、
梵
寶
昌
陽

朱
丹
之
炁
、
玉
寶
虚
玄
黄
庭
之
炁
、
七
寶
金
門
朙
石
之
炁
、
朔
單

鬱
絕
玄
滋
之
炁
を
降
す
を
請
う
」
と
五
方
の
炁
を
降
す
よ
う
に
請

う
。
そ
し
て
「
科
に
依
っ
て
錬
度
し
、
質
を
錬
し
て
仙
に
変
え

る
」
と
述
べ
る
。『
済
度
金
書
』
で
は
五
方
直
符
に
五
老
五
帝
の

と
こ
ろ
に
行
か
せ
て
依
頼
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
は

朙
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
立
成
儀
』
で
降
す
と
さ
れ

て
い
る
炁
の
名
稱
は
『
済
度
金
書
』
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て

五
帝
の
祕
諱
を
默
誦
し
て
、
五
方
の
炁
を
取
っ
て
符
に
吹
き
、
火

池
中
で
焚
く
。
こ
の
「
五
帝
玉
司
真
炁
符
」
は
巻
四
三
に
「
五
帝

玉
司
符
」
と
し
て
五
種
類
の
符
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
五
芽
符
」
の
発
行
は
、
三
つ
の
科
儀
書
と
も
に
共
通
し

て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
五
老
五
帝
に
祈
願
し
て
「
五
炁
を
整
え
、

五
神
を
﨤
す
」
こ
と
に
あ
る
。
九
天
錬
度
と
同
様
に
、
炁
と
神
に

よ
る
再
生
が
目
指
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

二
・
三
・
二 

化
生
十
二
炁
符

ま
た
『
立
成
儀
』
で
は
、
火
錬
の
後
に
「
化
生
十
二
炁
」
を
呼

び
寄
せ
て
取
り
込
む
。
始
め
に
「
一
炁
大
将
軍
符
」
を
取
り
、

「
謹
ん
で
長
生
大
帝
君
一
炁
六
元
運
陽
化
陰
大
将
軍
楊
元
光
・
従

官
符
吏
等
を
召
す
。
兦
魂
の
た
め
に
腎
水
少
陰
の
炁
を
攝
（
と
）

り
降
ろ
す
よ
う
に
」
と
唱
え
る
。
次
に
生
腎
符
を
取
っ
て
「
謹
ん

で
腎
神
玄
冥
君
、
字
は
育
嬰
に
請
う
、
攝
る
よ
う
に
」
と
唱
え
、

親
指
で
「
子
（
ね
）」
の
位
置
を
押
さ
え
、
北
の
炁
を
取
っ
て
符

に
吹
き
附
け
て
、
符
を
焼
き
、
兦
魂
に
吹
き
附
け
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う



宋
代
の
錬
度
と
知
識
人

一
四

に
し
て
心
・
肝
・
肺
・
脾
・
膀
胱
・
小
腸
・
膽
・
大
腸
・
胃
・
三

焦
・
胞
胳
に
炁
を
吹
き
込
ん
で
い
く
。
こ
こ
の
腎
神
以
下
、
五
臓

と
膽
の
神
々
の
名
歬
は
、『
黄
庭
內
景
経
』
に
出
て
く
る
五
臓
と

膽
の
神
の
名
と
字
に
対
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
儀
礼
は
、

五
臓
・
六
腑
と
心
胞
胳
の
十
二
の
器
官
に
対
応
す
る
炁
を
降
し
、

そ
の
神
を
招
請
す
る
も
の
で
あ
る
。
巻
四
三
に
は
「
混
元
十
二
炁

混
神
三
景
真
符
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
㝡
初
の
例
を
挙
げ
れ

ば
「
一
炁
六
元
運
陽
化
陰
大
将
軍
符
」
と
「
生
腎
符
」
の
二
組
か

ら
構
成
さ
れ
、
十
二
炁
に
対
応
し
た
十
二
組
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
済
度
金
書
』
巻
二
六
八
に
載
せ
る
「
生
腎
符
」
な
ど
十
二
種
の

「
十
二
経
絡
符
」
は
、「
立
成
儀
」
巻
四
二
に
載
せ
る
「
混
元
十
二

炁
混
神
三
景
真
符
」
と
形
は
異
な
っ
て
い
る
が
、「
生
腎
符
」
な

ど
の
名
稱
は
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
「
化
生
十
二
炁
符
」
に
つ
い
て
、
金
允
中
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
符
で
十
二
經
絡
の
よ
う
な
も
の
は
、
則
ち
託
胎

の
後
、
九
炁
が
形
を
結
し
、
九
⺼
に
神
が
布
し
炁
が
滿
ち
て
能
く

聲
を
発
す
る
、
こ
の
時
に
あ
た
っ
て
、
經
絡
は
自
ら
生
じ
る
。
故

に
首
に
水
火
の
二
錬
を
以
て
し
、
終
り
に
九
炁
を
以
て
形
を
結
す

る
、
鬼
魂
が
生
に
反
（
か
え
）
る
と
い
う
事
は
、
こ
れ
で
畢
（
お

わ
）
る（

（3
（

」。
す
な
わ
ち
「
九
炁
が
形
を
結
し
、
九
⺼
に
神
が
布
し

炁
が
滿
ち
て
能
く
聲
を
発
す
る
」
よ
う
に
な
れ
ば
、
十
二
経
絡
は

お
の
ず
か
ら
生
ず
る
か
ら
、「
化
生
十
二
炁
符
」
の
よ
う
な
も
の

は
必
要
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
水
火
の
二
錬
と
、
九

炁
の
錬
度
に
よ
り
、「
鬼
魂
が
生
に
反
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
彼
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
錬
度
に
よ
り
兦
魂
は
再
生

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
符
に
よ
る
儀
礼
は
不
必
要
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。

二
・
三
・
三 

大
洞
十
八
玉
符

『
済
度
金
書
』
で
は
、「
水
錬
変
仙
符
」
を
宣
し
た
後
、「
大
洞

十
八
玉
符
」
を
発
す
る
儀
礼
を
行
う
。
ま
ず
次
の
よ
う
な
呪
文
を

唱
え
る
。「
謹
召
玉
淸
大
洞
腦
神
１
泥
丸
赤
文
昆
洞
噓
噓
君
、
左

目
神
通
光
玄
冥
君
、
右
目
神
２
晨
嬰
陰
精
君
、
舌
神
３
騰
陽
正
生

君
、
心
神
４
玄
珠
玄
玄
君
、
肝
神
５
靑
帝
孟
光
君
、
脾
神
６
紫
庭

延
澤
君
、
肺
神
７
皓
洞
黍
成
君
、
腎
神
８
太
淵
飛
都
君
、
陰
神
９

續
命
伯
强
君
、
胞
神
10
元
常
秋
夫
君
、
胎
神
11
含
生
宣
和
君
、
結
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五

神
12
九
華
遐
彥
君
、
節
神
13
杳
浩
空
猷
君
、
血
神
14
中
幽
良
弼
君
、

精
神
15
元
徐
祝
祝
君
、
炁
神
16
無
英
毳
毳
君
、
神
神
17
天
生
靈
父

君
、
命
神
18
正
中
幽
田
君
。
奉
爲
兦
故
（
某
）、
安
鎮
身
中
、
周

帀
羅
布
、
俾
宮
室
全
復
、
神
炁
固
凝
」（
巻
一
〇
六
・
一
二
ｂ
－
一

三
ａ
）・（
番
号
は
筆
者
）。
す
な
わ
ち
身
体
の
十
八
の
器
官
に
対
応

す
る
神
々
を
招
き
、
死
者
の
身
中
に
安
鎮
さ
せ
、
宮
室
を
全
て
回

復
さ
せ
、
神
炁
が
凝
固
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
符
は
巻

二
六
八
に
、
符
を
書
く
時
の
呪
文
は
巻
二
七
九
に
収
録
さ
れ
て
い

る
が
、
脳
符
の
場
合
は
「
泥
丸
・
絳
宮
（
上
・
中
丹
田
）
の
衆
神

が
命
令
を
受
け
、
脳
神
が
急
ぎ
降
臨
す
る
。
私
に
冶
錬
を
与
え
、

速
く
脳
を
形
成
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
內
容
で
あ
る
。
そ
し
て

符
を
白
い
絹
に
朱
書
し
て
、
腦
神
の
名
赤
文
混
沌
君
字
噓
噓
を
呼

び
、
左
手
の
辰
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
親
指
で
押
さ
え
、
上
方
の
炁
を

取
っ
て
符
に
吹
き
込
む
。
こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
各
器
官
の
神
が
来

臨
し
て
、
器
官
を
再
生
す
る
こ
と
を
願
う
た
め
の
符
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

『
立
成
儀
』
巻
四
二
に
も
、「
靈寶

召
五
神
混
合
符
」
に
続
い
て
、

「
大
洞
十
八
玉
符
」
に
対
応
す
る
符
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
し

か
し
『
立
成
儀
』
で
は
暜
渡
に
お
け
る
「
疾
病
の
治
療
」
の
儀
礼

の
際
に
、
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
巻
二
九
「
上
淸
五

府
攝
召
幽
魂
全
形
昇
度
還
神
復
性
儀
」）。

以
上
錬
度
儀
礼
の
う
ち
、
水
火
錬
度
に
関
し
て
は
、「
身
体
あ

る
い
は
魂
神
を
対
𧰼
に
、
塵
垢
・
罪
苦
を
洗
い
淸
め
る
」
こ
と
、

お
よ
び
「
陰
の
要
素
が
消
え
て
、
陽
の
要
素
に
な
り
、
罪
や
冤
が

消
え
る
」
こ
と
が
、
九
天
錬
度
で
は
「
九
天
の
炁
を
降
ろ
し
て
死

者
に
新
た
な
器
官
を
再
生
し
神
々
を
配
置
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と

い
え
る
。
そ
し
て
錬
度
儀
礼
の
中
で
発
行
さ
れ
る
「
五
芽
符
」
等

の
符
に
つ
い
て
は
、
九
天
錬
度
と
同
様
に
炁
と
神
に
よ
る
再
生
を

目
的
と
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
確
か
に
㝡
終
的
に
天
界
に
昇
登

す
る
こ
と
を
示
す
呪
文
の
他
に
、「
依
科
錬
度
、
錬
質
變
仙
（『
立

成
儀
』「
五
帝
玉
司
真
炁
符
」
の
祝
文
）、「
錬
質
凝
真
、
登
仙
悟
衜
」

（『
立
成
儀
』「
法
師
召
神
」）、「
鬼
復
爲
人
、
身
當
仙
化
」（『
金
氏
大

法
』
九
天
錬
度
歬
の
「
高
功
再
白
」）、「
變
形
錬
骸
、
骨
化
成
仙
」

（『
金
氏
大
法
』「
焚
玉
嬰
神
變
符
」
の
呪
文
）、「
得
成
胎
仙
、
逍
遙

上
淸
」（『
済
度
金
書
』「
焚
五
芽
符
」
の
呪
文
）、「
伺
候
嚴
新
冠
帶
、

保
舉
升
仙
」（『
済
度
金
書
』「
焚
全
形
符
」
の
呪
文
）
な
ど
成
仙
を



宋
代
の
錬
度
と
知
識
人

一
六

ほ
の
め
か
す
呪
文
も
多
く
存
在
す
る
。
し
か
し
周
知
の
よ
う
に
、

人
閒
が
成
仙
を
目
指
す
修
行
は
か
な
り
厳
し
い
も
の
が
要
求
さ
れ

る
。
そ
れ
を
霊
魂
だ
け
の
存
在
で
あ
る
兦
魂
が
対
𧰼
で
あ
る
と
は

言
え
、
成
仙
を
逹
成
し
て
い
な
い
高
功
が
、
そ
も
そ
も
彼
を
仙
人

に
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
実
際
の
錬
度
儀
礼
の
內
容

を
見
て
も
、「
兦
魂
を
仙
人
と
す
る
た
め
の
儀
礼
」
が
存
在
し
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
こ
で
見
て
き
た
よ
う
に
実
際
に
目
的
と

さ
れ
て
い
る
の
は
、
天
界
へ
の
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
で
あ
る
よ
う

に
見
え
る
。
次
に
㝡
終
的
に
死
者
に
対
し
て
発
行
さ
れ
る
文
書
に

つ
い
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

三
．�

死
者
に
発
行
さ
れ
る
文
書
と
金
允
中
の 

コ
メ
ン
ト

『
金
氏
大
法
』
に
よ
れ
ば
、
抜
度
の
対
𧰼
と
な
る
兦
魂
に
は
、

「
太
上
洞
玄
靈寶

長
生
度
命
無
上
黃
籙
」（
以
下
「
無
上
黄
籙
」）、

四
鎮
合
同
符
、
昇
天
大
劵
等
が
授
与
さ
れ
、「
無
上
黄
籙
」
に
は

「
救
苦
真
符
」、「
長
生
靈
符
」
が
含
ま
れ
る
。
巻
二
九
に
見
え
る

「
正
薦
功
徳
牒
」
に
よ
れ
ば
、
伝
授
が
「
靈寶

上
天
黃
籙
一
階
」、

給
与
が
「
昇
天
大
劵
」、「
昇
天
左
右
劵
」、「
四
鎮
合
同
符
」、「
鄷

都
山
真
形
」
で
あ
る
。

『
金
氏
大
法
』
巻
三
二
に
は
、「
救
苦
真
符
」、「
長
生
靈
符
」
の

散
形
符
と
聚
形
符
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
誥
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
歬
者
の
誥
文
は
「
誰
そ
れ
の
霊
魂
を
救
済
し
て
、
地
獄
を
離

れ
、
光
朙
を
見
て
、
罪
は
許
さ
れ
、
恨
み
は
解
か
れ
、
九
龍
度
命

の
功
徳
に
乗
じ
て
、
天
堂
に
上
生
す
る
よ
う
に（

（3
（

」
と
な
っ
て
お
り
、

後
者
の
誥
文
は
「
誰
そ
れ
の
霊
魂
を
超
度
し
て
、
朱
宮
流
火
の
庭

に
登
り
、
玉
眸
は
質
を
鍊
し
（
火
錬
）、
黃
華
は
形
を
蕩
（
あ
ら
）

い
（
水
錬
）、
名
は
天
界
の
名
簿
に
書
か
れ
、
金
籙
度
命
の
功
徳

を
承
け
て
、
直
ち
に
昇
迁
す
る
よ
う
に（

（3
（

」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
四
鎮
合
同
符
」
は
、
対
⻆
線
に
よ
っ
て
四
つ
に
切
り
、
そ
れ

ぞ
れ
固
有
の
方
法
に
よ
っ
て
記
述
し
、
一
つ
を
天
門
吏
に
附
し
、

一
つ
を
名
山
・
福
地
・
巖
穴
・
洞
天
の
中
に
投
じ
、
一
つ
を
兦
魂

に
附
し
、
一
つ
を
天
上
の
人
々
に
齋
功
を
証
朙
す
る
た
め
の
も
の

と
な
る
。
金
允
中
は
、
こ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
の
中
で
、「
兦

く
な
っ
た
罪
魂
は
、
齋
に
よ
る
救
済
を
受
け
て
陰
翳
を
鍊
し
除
き
、

重
泉
の
中
を
脫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
資
格
に
従
っ
て
化
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七

を
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
大
き
な
幸
い
だ
。
直
ち
に
九
天

に
登
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
四
鎮
合
同
符
の
一
片
を
兦
魂

に
与
え
る
の
は
、
高
功
が
自
分
の
功
徳
は
幽
冥
に
通
じ
逹
す
る
に

は
十
分
で
は
な
い
と
考
え
て
、
も
し
高
真
が
憐
れ
ん
で
上
奏
を
可

と
し
て
く
れ
て
も
、
兦
魂
が
ど
こ
へ
行
く
か
は
朙
確
に
で
き
な
い

の
で
、
そ
の
他
の
符
は
三
界
に
分
け
て
、
兦
魂
の
行
く
と
こ
ろ
で

契
を
合
わ
せ
て
、
そ
こ
へ
移
っ
て
か
ら
資
格
に
従
っ
て
化
を
受
け

て
、
罪
魂
と
な
る
こ
と
を
免
れ
る
。
こ
れ
が
こ
の
符
の
意
味
だ
。

も
し
兦
魂
が
天
に
上
る
と
い
う
の
な
ら
、
三
界
に
分
け
る
必
要
は

な
く
、
錬
度
所
で
焼
く
必
要
も
な
い（

（3
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
金
允
中
は
、
こ
れ
ら
の
儀
式
を
経
て
も
、
必
ず
し
も
天
に
上
る

と
は
限
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
だ
か
ら
高
功
も
兦
魂
が
ど
こ

に
行
か
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
ど
こ
へ
行
か
さ
れ
て
も
い

い
よ
う
に
幾
つ
か
に
分
け
て
発
行
す
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
本
来
天
上
へ
再
生
す
る
資
格
を
保
証
す
る
べ
き
「
昇
天

大
劵
」
へ
の
コ
メ
ン
ト
で
も
同
様
で
、「
兦
魂
は
こ
れ
を
得
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
三
界
で
拘
留
さ
れ
、
沈
み
込
む
こ
と
は
避
け
ら

れ
る
が
、
天
門
に
昇
り
入
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
功
行
が

十
分
で
な
け
れ
ば
、
救
済
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
天
門
に
入
り
上

帝
に
朝
謁
す
る
に
は
当
た
ら
な
い
。
中
界
に
あ
っ
て
、
こ
れ
を
身

の
宝
と
し
て
、
化
を
受
け
再
生
で
き
る
だ
け
だ（

（4
（

」
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
儀
礼
を
受
け
た
兦
魂
が
仙
人
と
な
っ
て
昇
天
す
る
ど
こ

ろ
か
、
天
界
に
上
昇
す
る
こ
と
さ
え
否
定
し
て
い
る
。

実
際
現
在
台
湾
で
紅
頭
法
師
が
行
っ
て
い
る
打
城
で
も
、
儀
礼

で
読
ま
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
上
で
は
、
兦
魂
は
天
に
上
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際
に
は
子
孫
が
い
る
者
は
冥
界
に
と
ど
ま
っ
て
彼
ら

の
祭
り
を
受
け
、
子
孫
の
い
な
い
者
だ
け
が
極
楽
徃
生
し
、
水
子

や
夭
折
し
た
男
児
・
女
児
の
う
ち
、
羪
子
を
取
っ
た
り
冥
婚
を
し

た
り
し
な
か
っ
た
者
（
子
孫
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
者
）
は
、
投
胎

（
生
ま
れ
変
わ
る
）
す
る
な
ど
、
様
々
な
衜
を
た
ど
る
と
解
釈
さ
れ

て
い
る（

（4
（

。
お
そ
ら
く
宋
代
で
も
科
儀
書
で
は
、
そ
の
子
孫
が
黄
籙

斎
に
参
加
し
た
兦
魂
は
仙
人
に
な
る
、
あ
る
い
は
天
界
に
上
昇
す

る
と
な
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
は
定
期
的
に
祖
先
と
し
て
祭
祀
さ

れ
、
供
羪
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
金
允
中
の
コ
メ
ン
ト

に
見
え
る
よ
う
に
、
一
般
人
の
閒
あ
る
い
は
知
識
人
た
ち
に
お
い

て
は
、
必
ず
し
も
仙
人
と
な
っ
た
り
、
天
界
に
上
昇
し
た
り
す
る



宋
代
の
錬
度
と
知
識
人

一
八

と
は
考
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
拙
著

『
宋
代
の
衜
敎
と
民
閒
信
仰
』
第
二
章
第
二
節
で
指
摘
し
た
よ
う

に（
（4
（

、
宋
代
の
知
識
人
た
ち
は
、
仏
敎
・
衜
敎
式
の
葬
儀
を
批
判
し

な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
行
わ
な
い
と
却
っ
て
不
孝
と
い
わ
れ
る
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
司
馬
光
や
陸
游
な
ど
は
、
仏

敎
や
衜
敎
の
唱
え
る
地
獄
の
說
を
批
判
し
て
い
る
が
、『
夷
堅
志
』

な
ど
こ
の
時
代
の
筆
記
小
說
に
は
、
兦
魂
が
地
獄
か
ら
解
放
さ
れ

る
た
め
に
水
陸
斎
や
黄
籙
斎
を
行
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
た

り
、
誤
っ
て
地
獄
に
連
れ
て
い
か
れ
た
人
が
、
地
獄
を
見
学
し
て

帰
る
際
に
死
者
に
、
子
孫
に
こ
れ
ら
の
儀
式
を
挙
行
す
る
よ
う
に

伝
え
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
り
す
る
話
が
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
仏
衜
式
の
葬
儀
を
行
う
主
要
な
目
的
は
、
兦
魂
を
天
界

に
昇
ら
せ
る
こ
と
よ
り
地
獄
か
ら
救
済
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
た
だ
現
在
の
台
湾
の
打
城
に
お
い
て
観
察
で
き
る
儀
礼
の

テ
キ
ス
ト
と
そ
の
解
釈
の
相
違
は
、
テ
キ
ス
ト
と
儀
礼
を
行
う
宗

敎
者
の
解
釈
の
相
違
で
あ
り
、
こ
の
論
文
で
指
摘
す
る
宋
代
の
状

況
は
、
儀
礼
の
テ
キ
ス
ト
と
知
識
人
（
こ
こ
で
は
金
允
中
を
衜
士

と
い
う
よ
り
、
衜
敎
儀
礼
の
テ
キ
ス
ト
を
校
正
・
編
纂
す
る
知
識
人
衜

士
と
捉
え
て
い
る
）
の
解
釈
と
の
違
い
で
あ
る
。
そ
れ
で
正
確
に

は
対
応
し
て
い
な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
金
氏
大
法
』
巻
三
三
に
載
せ
る
「
無
上
黃
籙
」
に
は
、
次
の

よ
う
に
あ
る
「
誰
そ
れ
の
兦
魂
に
太
上
洞
玄
靈寶

長
生
度
命
無
上

黃
籙
一
階
を
伝
授
す
る
こ
と
を
乞
う
、（
兦
魂
は
）
こ
れ
を
持
っ

て
三
界
を
過
ぎ
度
（
わ
た
）
り
、
資
格
を
調
べ
超
昇
さ
せ
る
。

…
…
九
幽
の
大
罪
を
消
し
、
名
を
天
に
記
す
べ
き
で
あ
る
。
察
名

童
子
、
五
戒
威
神
、
六
宮
掾
吏
は
、
簡
文
に
従
っ
て
受
戒
の
弟
子

を
守
護
す
る
よ
う
に（

（4
（

」。
し
か
し
巻
三
二
に
載
せ
る
「
元
始
符
命
」

以
下
四
符
の
聚
形
符
と
吿
文
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、「
そ
の
說
に
は

『
嗣
受
靈寶

弟
子
は
、
ま
さ
に
九
祖
を
昇
ら
せ
、
一
身
を
過
ぎ
度

ら
せ
る
に
關
わ
る
』
と
謂
う
、
こ
れ
傳
度
の
式
を
以
て
、
こ
の
符

を
給
い
吿
げ
る（

（4
（

」
と
あ
っ
て
、
死
者
を
靈寶

弟
子
と
す
る
傳
度
の

式
に
よ
っ
て
、
自
ら
と
九
祖
を
救
済
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
す
れ
ば
、
ま
さ
に
仏
敎
式
の
葬
儀
に
お
い
て
、
死
者
を
仏
弟

子
と
し
て
西
方
浄
土
に
旅
立
た
せ
る
の
と
同
様
の
発
想
が
、
黄
籙

斎
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

歬
章
で
は
錬
度
の
呪
文
や
存
思
も
し
く
は
そ
れ
に
関
連
す
る
符



宋
代
の
錬
度
と
知
識
人

一
九

で
は
、
字
句
に
は
表
現
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
兦
魂

を
仙
人
に
す
る
こ
と
は
目
指
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。

黄
籙
斎
で
兦
魂
に
授
与
さ
れ
る
文
書
の
內
容
も
、
天
界
に
上
昇
す

る
こ
と
は
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
成
仙
に
つ
い
て
は
表
現
さ
れ
て

お
ら
ず
、
金
允
中
の
コ
メ
ン
ト
に
は
、
さ
ら
に
朙
確
に
天
界
へ
上

昇
す
る
こ
と
も
否
定
し
て
い
る
。
与
え
ら
れ
る
文
書
を
見
る
限
り
、

仏
敎
の
死
者
儀
礼
と
同
様
、
衜
と
の
合
一
を
目
指
す
、
弟
子
と
し

て
の
資
格
を
与
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

四
．
お
わ
り
に

錬
度
を
構
成
す
る
一
連
の
儀
礼
の
㝡
終
的
な
目
的
は
、
仏
敎
の

死
者
救
済
儀
礼
が
兦
魂
の
こ
の
世
へ
の
執
着
を
断
ち
切
っ
た
後
、

仏
弟
子
と
し
た
上
で
浄
土
に
送
り
込
む
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

兦
魂
を
新
た
に
復
活
さ
せ
仙
人
と
し
て
の
資
格
を
与
え
て
天
界
に

送
り
込
む
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
錬
度
の
も
と
も
と
の
目
的
は

こ
れ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
重
要
な
一
環
と
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

水
錬
は
「
穢
れ
（
罪
過
に
よ
る
も
の
な
の
か
）
を
洗
い
流
す
こ

と
」、
火
錬
は
「
形
神
を
鍛
え
な
お
し
、
穢
炁
・
陰
炁
を
陽
炁
に

変
え
る
」
の
が
主
な
目
的
で
あ
る
。
成
仙
を
目
指
す
內
丹
の
行
法

で
は
、
そ
の
成
果
を
得
る
こ
と
で
さ
え
難
し
い
の
に
、
そ
の
成
果

を
兦
魂
に
回
向
す
る
と
い
う
の
は
、
理
論
的
に
裏
附
け
る
の
に
も
、

か
な
り
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
錬
度
に
み
ら
れ
る
存
思
の
內
容

も
、
內
丹
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
や
は
り
霊
宝
系
の
存

思
の
系
統
を
引
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。

復
活
の
過
程
で
重
要
な
の
は
神
と
炁
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

理
論
づ
け
は
様
々
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
炁
に
よ
っ
て
身
体
を
形

成
し
、
そ
こ
に
神
を
宿
ら
せ
る
」
と
い
う
考
え
方
も
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
九
天
錬
度
や
錬
度
の
中
で
発
行
さ
れ
る
「
化
生
十
二
炁

符
」、「
五
芽
符
」、「
大
洞
十
八
玉
符
」
な
ど
も
、
神
と
炁
に
係
わ

る
。
符
を
発
行
す
る
際
の
呪
文
・
祝
文
、
說
敎
な
ど
の
中
で
示
さ

れ
た
、
性
、
神
、
炁
・
氣
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
整
理
が

必
要
で
あ
る
。

宋
元
時
代
の
儀
礼
書
に
見
え
る
文
章
の
作
成
に
は
、
か
な
り
知

識
人
の
見
解
が
入
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
金
允
中



宋
代
の
錬
度
と
知
識
人

二
〇

の
錬
度
と
黄
籙
斎
に
際
し
て
兦
魂
に
発
行
さ
れ
る
文
書
に
つ
い
て
、

彼
の
考
え
方
を
考
察
し
て
き
た
が
、
衜
敎
学
会
で
の
発
表
の
際
に

考
察
し
た
、
彼
ら
の
錬
度
に
つ
い
て
の
理
論
に
関
し
て
は
こ
こ
で

は
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
次
回

に
受
け
継
い
で
い
き
た
い
。

註（
1
）　

拙
稿
「
佛
敎
施
餓
鬼
與
衜
敎
暜
度
」（「
比
較
視
野
中
的
衜
敎

儀
礼
」
國
際
學
術
研
討
會
、
香
港
・
中
文
大
学
、
二
〇
一
五
）
四

二
〇-

三
五
頁
。

（
2
）　

拙
稿
「
錬
度
的
「
錬
」：
基
於
宋
元
衜
敎
齋
醮
科
儀
著
作
」

（「
歴
史
與
當
代
地
方
衜
敎
研
究
國
際
學
術
研
討
會
、
台
北
・
政
治

大
学
、
二
〇
一
八
）
三
五-

四
九
頁
。

（
3
）　

拙
稿
「
衜
敎
の
錬
度
と
祭
錬
に
つ
い
て
」（『
社
会
文
化
史
学
』

六
三
号
、
二
〇
二
〇
）
一-

二
四
頁
。

（
4
）　

拙
稿
「《
太
極
祭
錬
內
法
》
與
鄭
思
肖
的
宗
敎
思
想
」、『
衜
敎

與
地
方
宗
敎
：
典
範
的
重
思
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』（
台

北
：
漢
學
研
究
中
心
、
二
〇
二
〇
）
四
六-

五
七
頁
。

（
5
）　

陳
文
龍
『
王
契
真
『
上
淸
靈寶

大
法
』
研
究
』（
濟
南
：
齊
魯

書
社
、
二
〇
一
五
）。

（
6
）　

存
諸
曹
局
功
曹
、
乘
雲
御
炁
、
浮
空
而
下
。
各
爲
係
錬
兦
魂
、

収
召
魂
神
、
澄
其
性
識
、
使
之
受
錬
（
巻
三
七
・
一
九
ｂ
）。

（
7
）　

想
兦
魂
入
水
池
濯
質
（
巻
三
七
・
二
一
ａ
）。

（
8
）　

天
帝
有
勅
、
使
者
須
聽
。
攝
召
兦
魂
、
蕩
濯
身
形
（
巻
三
七
・

二
一
ａ
）。

（
9
）　

大
玄
法
水
、
五
行
之
數
。
生
育
萬
物
、
死
能
滌
苦
。
若
非
大

衜
、
何
以
濟
度
（
巻
三
七
・
二
一
ｂ
）。

（
10
）　

已
枯
復
榮
、
已
滅
復
生
。
得
生
天
上
、
更
稟
太
靈
。
九
天
之

勅
、
﨤
復
胎
嬰
。
穢
炁
斷
除
、
白
尸
﨤
生
（
巻
三
七
・
二
二
ａ
）。

（
11
）　

仙
人
吐
潤
、
錬
度
兦
靈
。
內
外
朗
徹
、
表
裏
洞
朙
。
百
關
九

竅
、
元
炁
滋
榮
。
五
臟
六
府
、
萬
神
自
生
。
胞
胎
結
節
、
隨
水
開

扃
。
死
炁
斷
絕
、
惡
根
沉
零
。
我
今
錬
化
、
死
骸
生
魂
。
﨤
故
改

貌
、
玉
體
金
容
。
變
化
錬
穢
、
飛
昇
紫
宸
（
巻
三
七
・
二
一
ｂ
）。

（
12
）　

運
東
井
華
、
以
滌
幽
魂
。
攬
玆
運
容
、
太
和
之
津
。
玄
和
玉

女
、
灌
之
于
神
。
魂
神
澄
正
、
衜
炁
長
存
（
巻
二
七
・
一
六
ｂ
）。

（
13
）　

錬
形
瀹
垢
、
肅
肅
神
儀
（
巻
一
〇
六
・
一
〇
ｂ
）。

（
14
）　

洗
灌
宿
垢
、
飛
躡
天
根
（
巻
一
〇
六
・
一
〇
ｂ
）。

（
15
）　

天
河
灌
沐
、
淸
水
度
魂
。
飛
英
玄
華
、
淘
沐
囂
塵
（
巻
一
〇

六
・
一
一
ａ
）。

（
16
）　

南
方
之
君
、
赤
炁
之
精
。
熒
惑
使
者
、
㆛
丁
將
軍
。
朱
雀
炎

神
、
赫
赫
陽
精
。
五
行
造
化
、
萬
物
發
生
。
天
帝
有
勅
、
使
者
須

聽
。
攝
召
兦
魂
、
錬
度
真
形
（
巻
三
七
・
二
三
ｂ
）。

（
17
）　

炎
神
炎
神
、
火
鈴
火
鈴
。
上
通
紫
微
、
下
極
黄
冥
。
却
邪
錬

魂
、
赤
帝
之
靈
。
…
…
錬
胎
易
質
、
魄
錬
魂
康
。
穢
炁
殂
落
、
乘
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二
一

烟
飛
揚
。
陰
炁
消
釋
、
陽
炁
混
康
。
精
神
益
壯
、
洞
入
火
鄕
。
混

合
九
炁
、
緫
契
虚
皇
（
巻
三
七
・
二
四
ａ
）。

（
18
）　

南
方
炎
帝
、
凝
精
太
微
。
㆛
丁
正
炁
、
朱
雀
騰
輝
。
丹
鳳
流

响
、
朱
煙
散
飛
。
融
英
降
炁
、
冶
錬
陰
儀
（
巻
一
〇
六
・
一
八
ａ
）。

（
19
）　

真
火
陶
錬
、
形
神
肅
淸
。
罪
翳
消
滅
、
冤
債
和
平
。
經
絡
藏

府
、
元
陽
旉
榮
。
魂
魄
關
節
、
一
時
回
靈
。
改
除
故
貌
、
萬
竅
光

朙
。
永
離
冥
鄕
、
乘
化
霄
征
。
壽
均
天
地
、
億
劫
無
傾
（
巻
一
〇

六
・
一
九
ａ-

ｂ
）。

（
20
）　

太
陰
錬
形
、
太
陽
回
靈
。
幽
尸
沈
翳
、
受
陽
之
精
。
元
炁
重

旉
、
攝
歸
萬
神
（
巻
一
〇
六
・
一
九
ｂ
）。

（
21
）　

務
猷
運
化
、
錬
質
成
神
。
皮
膚
毛
髪
、
肝
神
含
朙
。
耳
目
鼻

口
、
心
神
守
靈
。
筋
骨
牙
齒
、
肺
神
虚
成
。
孔
竅
精
液
、
腎
神
育

嬰
。
內
外
榮
衛
、
脾
神
魂
停
。
十
二
羅
絡
、
陰
極
陽
生
。
洞
陽
火

錬
、
玉
胞
金
晶
。
得
爲
真
人
、
躡
景
神
庭
（
巻
一
〇
六
・
一
九

ｂ-

二
〇
ａ
）。

（
22
）　

兦
過
（
某
）
等
、
早
纏
世
網
、
夙
昧
眞
修
、
九
炁
無
歸
、
五

行
蕩
失
、
三
魂
受
譴
、
萬
劫
飄
流
、
不
假
良
因
、
難
回
生
理
。
當

職
旣
依
典
格
、
諬
吿
眞靈

。
體
乾
坤
造
化
之
功
、
法
陰
陽
和
合
之

數
。
匹
配
水
火
、
濯
錬
神
形
。
降
兩
曜
之
精
華
、
結
五
行
之
沖
秀
。

…
…
鬼
復
爲
人
、
身
當
仙
化
。
除
已
表
聞
九
天
上
帝
、
乞
爲
流
祥

頒
慶
、
録
本
生
神
。
錫
正
炁
於
九
關
、
合
胎
圓
於
十
⺼
（
巻
三

七
・
二
六
ａ
）。

（
23
）　

謹
上
請
帝
眞
胞
命
元
元
一
黄
演
之
炁
、
纏
其
胞
、
使
胞
源
宣

通
、
上
徹
於
天
以
生
成
（
巻
三
七
・
二
六
ｂ
）

（
24
）　

謹
上
請
帝
眞
嶽
府
命
元
自
然
玄
照
之
炁
、
纏
其
身
、
使
三
關

五
藏
、
六
府
九
宮
、
金
樓
玉
室
、
十
二
重
門
、
紫
戶
玉
閣
、
三
萬

六
千
身
神
、
萬
八
千
宮
府
、
三
百
六
十
機
關
、
根
元
本
始
、
一
時

生
神
。
令
神
布
炁
、
炁
滿
能
聲
、
聲
尙
神
具
、
毛
髪
生
身
、
諸
天

下
臨
、
以
保
其
身
（
巻
三
七
・
三
一
ａ
）。

（
25
）　

夫
三
炁
爲
天
地
之
尊
、
九
炁
爲
萬
物
之
祖
…
…
今
爲
兦
過

（
某
）、
上
請
九
天
降
炁
、
五
體
聚
神
。
旣
膺
大
衜
之
殊
恩
、
當
稟

上
眞
之
慈
訓
。
蓋
九
炁
生
其
神
、
三
元
育
其
質
…
…
皆
大
衜
之
妙

應
、
神
靈
之
所
生
也
。
汝
等
若
不
能
尊
其
炁
、
貴
其
神
、
省
茲
始

末
、
念
其
本
眞
、
以
至
躁
動
凡
濁
、
淫
惡亂

心
。
則
傷
其
神
炁
、

炁
盡
神
逝
、
魂
沈
五
衜
、
魄
歿
三
途
、
業
増
九
陰
、
殃
流
七
祖
、

生
生
劫
劫
、
休
息
無
期
、
可
不
悲
哉
（
巻
三
七
・
三
一
ｂ-

三
二

ａ
）。

（
26
）　

謹
召
鬱
單
无
量
仙
吏
、
上
詣
无
映
玄
臺
、
請
降
帝
眞
胞
命
元

元
一
黄
演
之
炁
、
九
重
下
降
、
爲
受
錬
幽
靈
纏
其
胞
、
使
胞
元
宣

通
、
上
徹
於
天
以
生
成
（
巻
一
〇
六
・
二
一
ｂ
）。

（
27
）　

謹
召
无
想
无
結
无
愛
仙
吏
、
上
詣
九
華
寶臺

、
請
降
帝
眞
岳

府
命
元
自
然
玄
照
之
炁
、
九
重
下
降
、
爲
受
錬
幽
靈
纏
其
身
、
使

三
關
五
藏
、
六
府
九
宮
、
金
樓
玉
室
、
十
二
重
門
、
紫
戶
玉
閣
、

三
萬
六
千
宮
府
、
三
百
六
十
骨
節
、
根
源
本
始
、
一
時
生
神
、
使

萬
神
具
備
、
毛
髮
生
身
、
諸
天
下
臨
以
得
生
（
巻
一
〇
六
・
二
七

ａ
）。
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二
二

（
28
）　

蓋
以
陰
陽
正
炁
、
錬
其
魂
魄
、
聚
其
散
蕩
、
復
其
神
朙
、
去

其
翳
濁
。
使
兦
靈
朙
知
尸
形
已
壞
者
不
足
戀
、
靈
識
再
聚
者
可
還

生
。
然
後
諬
吿
九
天
上
帝
、
請
降
靈
津
、
俾
九
炁
下
鍾
、
形
神
方

復
、
重
資
衜
性
、
再
立
根
宗
（
巻
三
七
・
四
六
ｂ-

四
七
ａ
）。

（
29
）　

奉
行
錬
度
、
切
慮
惡
根
宿
稟
、
幽
域
久
淪
、
五
炁
奔
飛
、
百

骸
解
散
、
匪
再
生
於
藏
府
、
曷
重
整
於
形
神
。
…
…
宸
恩
暜
被
。

降
五
芽
之
妙
化
、
委
炁
聚
形
。
灌
五
老
之
靈
華
、
還
元
復
質
。
爲

成
全
於
法
體
、
即
證
邁
於
仙
鄕
（
巻
一
〇
六
・
一
三
ｂ
）。

（
30
）　

謹
召
靑
帝
直
符
、
上
詣
九
炁
靑
天
安
寶
華
林
靑
闕
靑
靈
始
老

天
君
蒼
帝
宮
、
請
以
靑
平
靑
炁
、
灌
註
兦
魂
、
流
入
泥
丸
、
分
布

九
炁
、
煥
映
九
戶
、
直
入
肝
宮
、
下
註
百
脉
、
守
護
肝
神
龍
淵
含

朙
、
三
魂
衛
之
、
使
肝
炁
鬱
勃
、
周
流
紫
微
、
上
瑩
目
瞳
、
下
漑

玄
關
（
巻
一
〇
六
・
一
四
ａ
）。

（
31
）　

理
五
炁
、
﨤
五
神
、
已
承
帝
力
。
灌
五
芽
、
滋
五
體
、
又
藉

天
休
。
謹
爲
兦
魂
、
攝
降
東
方
靑
芽
朝
華
之
炁
、
南
方
朱
丹
凌
霞

之
炁
、
西
方
白
石
玉
醴
之
炁
、
北
方
玄
滋
瓊
飴
之
炁
、
中
央
琳
華

醴
泉
之
炁
、
流
布
五
藏
、
灌
沐
百
關
、
俾
表
裏
之
豐
盈
、
庶
形
神

之
澄
正
（
巻
一
〇
六
・
一
六
ｂ-

一
七
ａ
）。

（
32
）　

こ
こ
に
挙
げ
た
六
朝
初
期
の
二
種
の
経
典
は
、
査
読
の
際
に

敎
授
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

（
33
）　

火
沼
官
將
、
火
錬
玉
童
玉
女
、
引
領
兦
魂
、
出
流
火
之
池
、

灌
漑
五
芽
真
炁
、
混
合
百
神
（
巻
三
七
・
二
四
ｂ
）

（
34
）　

以
人
備
五
行
而
生
、
今
再
資
五
行
之
炁
、
以
錬
其
魂
…
…
故

其
後
召
五
方
之
靈
芽
、
則
五
行
之
炁
也
（
巻
三
七
・
四
六
ｂ
）。

（
35
）　

次
法
師
爲
兦
魂
、
攝
召
化
生
十
二
炁
。
執
召
一
炁
大
將
軍
符
、

祝
曰
、
謹
召
長
生
大
帝
君
、
一
炁
六
元
運
陽
化
陰
大
將
軍
楊
元
光
、

從
宮
符
吏
等
、
爲
兦
魂
、
攝
降
腎
水
少
陰
之
炁
。（
焚
符
、
存
至

吹
所
度
之
魂
中
）
次
執
生
腎
符
、
祝
曰
、
謹
請
腎
神
玄
冥
君
、
字

育
嬰
攝
（
黑
）。（
子
文
北
炁
吹
符
、
焚
之
、
吹
所
度
兦
魂
）（
巻

二
七
・
一
〇
ａ
）。

（
36
）　

若
符
十
二
經
絡
、
則
託
胎
之
後
、
九
炁
結
形
、
九
⺼
神
布
炁

滿
能
聲
、
當
是
之
時
、
經
絡
自
生
。
故
首
以
水
火
二
錬
、
終
以
九

炁
結
形
、
鬼
魂
反
生
之
事
畢
矣
（
巻
三
七
・
四
七
ａ
）。

（
37
）　

拔
度
兦
故
某
人
靈
魂
、
出
離
地
獄
、
永
辭
長
夜
、
睹
見
光
朙
、

萬
罪
蕩
除
、
冤
仇
和
釋
。
乘
此
九
龍
度
命
功
德
、
上
生
天
堂
（
巻

三
二
・
二
ｂ
）

（
38
）　

超
度
兦
過
某
人
靈
魂
、
上
登
朱
宮
流
火
之
庭
、
玉
眸
鍊
質
、

黃
華
蕩
形
、
書
名
紫
策
、
受
化
更
生
。
承
此
金
籙
度
命
功
德
、
時

刻
昇
迁
（
巻
三
二
・
四
ａ-

ｂ
）

（
39
）　

況
兦
歿
罪
魂
、
一
經
薦
度
、
鍊
除
陰
翳
、
得
脫
重
泉
之
中
。

或
得
隨
品
受
化
、
已
是
大
幸
。
便
欲
使
徑
上
九
天
可
乎
。
四
鎮
合

同
、
給
一
片
付
兦
魂
、
則
高
功
自
揆
已
之
功
德
行
業
、
未
能
通
逹

幽
冥
、
縱
使
高
眞
垂
憐
、
悉
可
其
奏
、
尤
未
朙
能
審
兦
魂
所
詣
。

故
四
鎮
之
符
、
分
詣
三
界
、
俾
兦
魂
所
向
、
合
契
昇
迁
、
隨
品
受

化
、
免
爲
罪
魂
、
斯
其
意
也
。
豈
可
以
爲
兦
魂
上
天
去
了
、
不
必

分
三
界
、
如
此
則
亦
不
必
焚
之
鍊
度
所
也
（
巻
三
二
・
二
〇
ｂ-
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二
三

二
一
ａ
）。

（
40
）　

兦
魂
得
之
、
三
界
不
復
拘
留
、
可
免
沉
滯
、
非
獨
爲
昇
入
天

門
而
已
。
使
其
功
行
未
該
朝
謁
上
帝
、
則
在
中
界
、
亦
爲
身
寶
、

度
化
更
生
而
已
（
巻
三
二
・
二
三
ｂ-

二
四
ａ
）。

（
41
）　

呂
理
政
『
傳
統
信
仰
與
現
代
社
會
』（
台
湾
・
稻
鄕
出
版
社
、

一
九
九
二
）
一
九
五-

六
。

（
42
）　

松
本
浩
一
『
宋
代
の
衜
敎
と
民
閒
信
仰
』（
東
京
・
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
六
）。

（
43
）　

乞
傳
授
太
上
洞
玄
靈寶

長
生
度
命
無
上
黃
籙
一
階
、
付
兦
某

人
靈
魂
齎
執
、
過
度
三
界
、
證
品
超
昇
。
…
…
當
消
九
幽
大
罪
、

標
名
九
宮
。
察
命
童
子
、
護
戒
威
神
、
五
帝
直
符
、
六
宮
掾
吏
、

自
當隨

逐
簡
文
、
覆
護
受
戒
弟
子
（
巻
三
三
・
一
ａ-

ｂ
）。

（
44
）　

其
說
謂
嗣
受
靈寶

弟
子
、
合
關
昇
九
祖
過
度
一
身
、
是
以
傳

度
之
式
給
吿
此
符
（
巻
三
三
・
一
九
ａ
）。
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The Rite of Sublimating of the Deceased and the Intellectuals 
 in Song Period

MATSUMOTO Koichi

The rite of sublimating of the deceased has been considered as the rite of 
making the deceased immortal. This paper based on the incantations and secret 
meditations which main Taoist priest make in the rite of sublimation described in 
“Great Lingbao Method Of the Shangqing Heaven” by Jin Yunzhong chapter 37, 
“Golden Book of Salvation according to the Lingbao Tradition” chapter 106, and 
“Standardized Rituals of the Supreme Yellow Register Retreat” chapter 27, assert 
that the purpose of the rite of sublimation in water is to purify the deceased from 
stains and sins, sublimation in fire is to replace the Yin elements with Yang ones, 
and the purpose of the sublimation of nine Heavens is to invite nine Breaths from 
nine Heavens and rebirth the nine organs of the deceased and to invite organs’ 
gods and order  them to protect the organs, the purpose of these rites of 
sublimation is not to make the deceased  immortal. After the rite of sublimation, 
the deceased gets the documents which assure of his rebirth in the heaven but in 
these documents don’t mention that the deceased will be the immortal. Jin 
Yunzhong in his comment for these documents even deny his rebirth in heaven.


